
市の人口と世帯数 今月の主な内容

【振り込め詐欺被害防止合言葉】▶現金は、本人にしか渡しません。▶振り込みません。知らない人の口座には。▶すぐ相談。電話で「お金」と言われたら。詐欺に注意しましょう
サ   ギ

平成29年（2017年）2月1日現在

人口
男
女
世帯

……
……
……
……

87,217人
45,369人
41,848人
39,264世帯

（＋135人）
（＋53人）
（＋82人）
（＋99世帯）

前月比
3

2

・・・・・・

6～9・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

11・・・・・・・・・・・・・

12・・・・・・・・・

介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）の
ご案内

4・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

5・・・・・・・・・

おしらせHOTコーナー
案内・催し・募集

4月各種無料相談／８４０伝言板

第12回川の駅・中川やしお花桃まつり開催／
水辺の楽校特別イベント／八潮市優良技術者・
技能者表彰／いきいきやしお写真館

人事行政の運営等の状況

平成27年度決算による連結財務書類を作成

町会・自治会に加入しましょう／災害時にも人権の
視点を／狂犬病予防集合注射のお知らせ

左のQRコードから
「八潮市公式ホームページ」へアクセスできます。
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平成 2 9 年
（ 2 0 1 7 年）

毎月10日発行

3月号

住みやすさナンバー1のまち　八潮

　㈱沼澤製作所は、まつ毛をカールさせる
化粧道具のアイラッシュカーラーを、昭和
46年の創業間もない頃から製造していま
す。
　国内シェアは約70パーセントで、海外高
級ブランドの製品も納入しており、海外シェ
アは約20パーセントです。
　金型製造から製品までのすべての工
程を市内の工場で行っており、細かな修
正にもすぐに対応できるほか、製品の品質
管理は、世界レベルを超える厳しいもので
す。
　また、他社の製品と比べて、シンプルであ
りながら優れた耐久性を保持しています。

アイラッシュカーラー ㈱沼澤製作所

　㈱イワコーのおもしろ消しゴムは、お寿司
や野菜、動物などの多彩な素材をテーマと
して製造しています。
　企画から生産、出荷までをすべて国内
の自社工場で行っており、高い品質には多
方面から評価を得ています。
　どこからでも文字を消すことが可能であ
り、ＪＩＳ規格で定める消字率の基準も大幅
にクリアしています。
　その形の精巧さと種類の豊富さから多く
の方に愛されています。
　また、平成20年に観光庁主催の「日本の
おみやげコンテスト」において、金賞を受賞
しました。

おもしろ消しゴムおもしろ消しゴム ㈱イワコー

　

市
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
新
た
に
、
八
潮
ブ
ラ
ン
ド
認
定
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
。
平
成
28
年
度
は
、
㈱
沼
澤
製
作
所
の
「
ア
イ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ラ
ー
」

と
㈱
イ
ワ
コ
ー
の
「
お
も
し
ろ
消
し
ゴ
ム
」
の
２
製
品
を
「
八
潮
ブ
ラ
ン
ド
〜

世
界
に
誇
る
ま
ち
の
逸
品
〜
」
と
し
て
認
定
し
ま
し
た
。

□問
商
工
観
光
課
☎
○内
4
7
9

　

市
内
で
製
造
・
生
産
さ
れ
た
優

れ
た
製
品
を
「
八
潮
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
、
平
成

28
年
度
は
、
工
業
の
ま
ち
八
潮
を

象
徴
と
す
る
工
業
製
品
を
認
定
対

象
と
し
ま
し
た
。

　

「
八
潮
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
認

定
さ
れ
た
認
定
品
は
、
八
潮
市
の

資
産
と
し
て
、
ま
ち
の
価
値
や
八

潮
産
の
製
品
な
ど
の
信
頼
性
を
さ

ら
に
高
め
、
そ
の
魅
力
を
市
内
外

に
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、
本
市

の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
地
域
の
活
性

化
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

ブ
ラ
ン
ド
名
称
は
「
八
潮
ブ
ラ

ン
ド
」
を
原
則
と
し
て
、
そ
の
年

度
ご
と
の
認
定
品
に
よ
っ
て
、
Ｐ

Ｒ
な
ど
を
よ
り
効
果
的
な
も
の
と

す
る
た
め
、
副
題
を
併
記
し
ま

す
。

　

平
成
28
年
度
の
認
定
品
は
、
日

本
国
内
の
み
な
ら
ず
、
海
外
で
も

高
い
評
価
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ブ
ラ
ン
ド
名
称
を
「
八
潮
ブ
ラ
ン

ド
〜
世
界
に
誇
る
ま
ち
の
逸
品

〜
」
と
し
ま
し
た
。

　

認
定
の
有
効
期
間
は
、
３
月
１

日
か
ら
平
成
32
年
2
月
28
日
ま
で

の
３
年
間
で
す
。

八
潮
ブ
ラ
ン
ド
と
は

八
潮
ブ
ラ
ン
ド
と
は

大山忍市長から八潮ブランド認定証を授与
㈱沼澤製作所の沼澤明夫さん（右）
㈱イワコーの岩沢善和さん（左）



　

市
で
は
、
４
月
か
ら
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
総
合
事
業
）
を
開
始
し
ま
す
。

総
合
事
業
と
は

総
合
事
業
の

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

相
談
は
お
近
く
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

こ
う  

く
う

＜現行＞ ＜4月から＞

介護給付（要介護1～5） 介護給付（要介護1～5）

介護予防給付（要支援1・2）

介護予防・日常生活支援総合事業　
(総合事業)

訪問型サービス
通所型サービス

介護予防給付（要支援1・2）

介護予防事業
○二次予防事業
(基本チェックリスト該当者)
○一次予防事業
(すべての65歳以上の方)

訪問看護、福祉用具など

訪問介護、通所介護
○介護予防・生活支援サービス事業
（要支援１・2、事業対象者）

○一般介護予防事業
（すべての65歳以上の方）

□問
長
寿
介
護
課
☎
○内
４
４
８

　

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
介
護
保
険
の
理
念
で
あ
る
自

立
支
援
、
重
度
化
防
止
の
た
め
、

地
域
全
体
で
高
齢
者
を
支
え
る
と

と
も
に
、
高
齢
者
自
身
も
自
ら
の

も
つ
能
力
の
維
持
向
上
の
た
め
に

介
護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

総
合
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
、
全

国
一
律
の
基
準
に
よ
り
提
供
し
て

き
た
要
支
援
者
の
訪
問
介
護
や
通

所
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
に
、
市
が

「
基
準
を
緩
和
し
た
サ
ー
ビ
ス
」

な
ど
の
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
加
え
、

提
供
す
る
も
の
で
す
。

　

総
合
事
業
に
は
、
「
介
護
予
防

・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
と

「
一
般
介
護
予
防
事
業
」
が
あ
り

ま
す
。

●
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業

対

要
支
援
１
・
２
の
認
定
を
受
け

た
方
、
65
歳
以
上
で
「
基
本
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
※
」
に
よ
り
生
活
機

能
の
低
下
が
見
ら
れ
た
方
（
事
業

対
象
者
）

※
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
は
、

全
25
項
目
の
質
問
表
で
、
運
動
、

口
腔
、
栄
養
、
も
の
忘
れ
、
う
つ

症
状
な
ど
、
心
身
の
機
能
で
衰
え

て
い
る
と
こ
ろ
が
な
い
か
チ
ェ
ッ

ク
す
る
も
の
で
す
。

　

ご
利
用
に
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
作
成
す
る
ケ
ア
プ
ラ

ン
が
必
要
で
す
。

〈
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
〉

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
に
訪
問

し
て
も
ら
い
、
調
理
や
掃
除
な
ど

を
一
緒
に
行
う
な
ど
、
利
用
者
が

で
き
る
こ
と
が
増
え
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。

①
現
行
相
当
の
サ
ー
ビ
ス

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
身
体
介
護

（
入
浴
、
排
泄
、
食
事
な
ど
の
介

助
）
や
生
活
援
助
（
掃
除
、
洗
濯
、

一
般
的
な
調
理
、
買
物
な
ど
）
を

行
い
ま
す
。
自
己
負
担
は
１
割

（
一
定
所
得
以
上
は
２
割
）
。

②
基
準
を
緩
和
し
た
サ
ー
ビ
ス

　

一
定
の
研
修
を
受
け
た
担
い
手

に
よ
る
、
生
活
援
助
（
掃
除
、
洗

濯
、
一
般
的
な
調
理
、
買
物
な

ど
）
を
行
い
ま
す
。
自
己
負
担
は

１
割
（
一
定
所
得
以
上
は
２
割
）
。

③
短
期
集
中
（
３
カ
月
）
の
サ
ー

ビ
ス

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
な
ど
が
ご
自
宅
に
伺
い
、
利
用

者
が
で
き
る
こ
と
が
増
え
る
よ
う
、

相
談
、
支
援
を
行
い
ま
す
。
費
用

は
無
料
。

〈
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
〉

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
通
い
、
生
活
機
能
の
維
持
向
上

の
た
め
の
体
操
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

①
現
行
相
当
の
サ
ー
ビ
ス

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
通

い
、
日
常
生
活
上
の
支
援
と
機
能

訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。
自
己
負

担
は
１
割
（
一
定
所
得
以
上
は
２

割
）
。

②
基
準
を
緩
和
し
た
サ
ー
ビ
ス

　

対
象
者
の
う
ち
、
家
に
閉
じ
こ

も
り
が
ち
な
方
な
ど
が
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
通
い
、
日
常
動
作
訓

練
、
趣
味
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

来
所
が
難
し
い
方
に
は
、
送
迎
を

行
い
ま
す
。
自
己
負
担
は
１
割

（
一
定
所
得
以
上
は
２
割
）
。

③
短
期
集
中
（
３
カ
月
）
の
サ
ー

ビ
ス

　

お
お
む
ね
３
カ
月
間
教
室
に
通

い
、
生
活
機
能
を
改
善
す
る
た
め

の
機
能
訓
練
、
栄
養
改
善
な
ど
を

行
い
ま
す
。
来
所
が
難
し
い
方
に

は
、
送
迎
を
行
い
ま
す
。
費
用
は

無
料
。

●
一
般
介
護
予
防
事
業

対

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

内

65
歳
以
上
の
方
を
中
心
と
し
た
、

心
身
の
機
能
向
上
を
図
り
、
介
護

予
防
の
充
実
を
目
指
す
た
め
の
事

業
（
介
護
予
防
健
康
体
操
教
室
、

若
返
る
ぞ
！
シ
ニ
ア
体
操
教
室
、

お
口
の
健
康
教
室
、
お
い
し
く
食

べ
よ
う
栄
養
教
室
な
ど
）

※
各
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

広
報
や
し
お
４
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
や
、
「
悩

み
」
「
疑
問
」
「
困
っ
た
こ
と
」

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
近
く

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
別

表
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（現行と同様）

総合事業に移行

総合事業に移行

地域包括支援センター地図

（現行と同様）

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業（
総
合
事
業
）の
ご
案
内

名称
別表　地域包括支援センター

東部地域包括支援センター
やしお苑
（南川崎210－1）
☎998－8895

東京外環自動車道

西部地域包括支援センター
ケアセンター八潮
（鶴ケ曽根1184－4）
☎994－5562

南部地域包括支援センター
埼玉回生病院
（大原455）
☎999－7717

北部地域包括支援センター
やしお寿苑
（八條294－4）
☎930－5123

担当地域

二丁目、木曽根、南川崎、
伊勢野、八潮1～7丁目

小作田、松之木、中馬場、
上馬場、西袋、柳之宮、南
後谷、中央1～4丁目、緑町
1・2・4丁目、八潮8丁目

大瀬、古新田、垳、大原、
浮塚、大曽根、大瀬1～6丁
目、茜町1丁目

八條、鶴ケ曽根、八潮団地、
伊草、伊草団地、新町、緑
町3・5丁目

北部地域包括支援センター

西部地域包括支援センター

南部地域包括支援センター

東部地域包括支援センター

八潮駅

つくばエクスプレス 首都高速道路6号三郷線

東部圏域

北部圏域

西部圏域

南部圏域

（2） 平成29年（2017年）3月10日広報 No.796

八潮市役所　☎048-996-2111



　財務書類4表とは、1.行政コスト計算書、2.資金収支計算書、3.純資産変動
計算書および4.貸借対照表を指します。
　財務書類とは、民間企業の考え方を基に作成した市の決算書です。
　財務書類にはいくつかの作成方法がありますが、市では「総務省方式改訂モ
デル」に基づき作成しています。
　財務書類は、右図のように「普通会計財務書類」「地方公共団体全体の財
務書類」「連結財務書類」の3つに分けられます。連結財務書類では、市だけで
はなく出資法人などの関係団体も含まれます。

①人にかかるコスト
　（職員給料、議員報酬、平成27年度に増えた退職金の
　金額など）

②物にかかるコスト
　（消耗品費、臨時職員の人件費や委託料など）

③移転支出的なコスト
　（社会保障給付、補助金など）

④その他のコスト
　（公債費の利子など）

51億8千万円

118億7千万円

245億7千万円

17億9千万円

【連結対象】普通会計／公営事業会計（国民健康保険、公共下水道、介護サービス、宅地
造成、介護保険、後期高齢者医療、上水道）／一部事務組合（東埼玉資源環境組合、草加
八潮消防組合）／地方公社（八潮市土地開発公社）

　行政コスト計算書は、平成27年度に八潮市と関係団体がサービスを提供す
るために費やしたヒト・モノ・カネの状況を示しています。経常収益には公営住
宅の家賃などサービスの対価だけが計上され、税金は計上されません。

連結財務書類4表とは？ 普通会計
（一般会計など）

一部事務組合・
広域連合（2団体） 地方公社（1団体）

地方公営企業会計
（水道、下水道、介
護保険など7会計）

普通会計財務書類

地方公共団体全体の財務書類

連結財務書類

1.行政コスト計算書
純資産変動計算書は、1年間に純資産がどのように増減したかを示しています。

経常行政コスト 434億1千万円

経常収益（使用料、手数料など） 151億円

期首純資産残高（平成26年度末純資産額） 1,139億7千万円

期首資金残高（平成26年度末の手持ち資金）62億5千万円

当期収支（①+②+③）

△5億円

純経常行政コスト
（経常行政コスト － 経常収益） 283億1千万円

期末資金残高（平成27年度末の手持ち資金）
（期首資金残高 ＋ 当期収支） 57億5千万円

期末純資産残高（平成27年度末純資産額 ）
（期首純資産残高 ＋ 当期変動高） 1,163億1千万円

資金収支計算書は、現金の流れを示しています。

2.資金収支計算書

①経常的収支・・・・・・・・・・・・・・・・・59億8千万円
②公共資産整備収支・・・・・・・△10億7千万円
③投資・財務的収支・・・・・・・・・△54億1千万円

当期変動高（平成27年度中の資産の増減）
内

訳 23億4千万円
①純経常行政コスト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△283億1千万円
②一般財源等（市税、地方交付税など）・・・194億6千万円
③補助金等収入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・113億4千万円
④臨時損益・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△1千万円
⑤資産評価替・無償受入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0円
⑥その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△1億4千万円

　貸借対照表は、どれだけの資産や現金があるか、その資産がどのような財源で構成
されているのかを示しています。下の表は左に市の資産、右に負債と純資産を示して
います。

1,881億6千万円

①公共資産（道路、学校、公園など） 
1,570億1千万円

②投資等（基金、出資金など）  
124億2千万円

③流動資産
（手持ち資金57億5千万円、未収金など） 

187億3千万円

内　訳内　訳

①固定負債（市債など）　　640億5千万円
②流動負債（翌年度償還金など）

78億円

1,881億6千万円
※現在、市が保有している財産

718億5千万円
※借入金など、将来世代が負担する金額

1,163億1千万円
※これまでの世代がすでに負担した金額で
次世代に引き継ぐ正味価値の総額

資 産

合 計
1,881億6千万円

合 計

負 債

純資産

－

＝
＝

＝

✚

✚

3.純資産変動計算書

4.貸借対照表

○経常行政コストでは、社会保障給付など福祉のコストが約58.2パーセントを占める高い割合
になっています。
○市民1人当たりの資産は約218万円、負債は約83万円です。

これらの表から
分かること

ハッピーこまちゃん®

　市では、国の指針に基づき自治体の財政状況を分かりやすくお知らせするため、連結
財務書類4表を作成しました。 財政課☎○内306□問

平成27年度決算による連結財務書類を作成平成27年度決算による連結財務書類を作成
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⑴
人
件
費
の
状
況

⑵
職
員
給
与
費
の
状
況

⑶
職
員
の
平
均
給
料
月
額
お
よ
び

平
均
年
齢
の
状
況

⑷
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

⑸
職
員
の
経
験
年
数
別
、
学
歴
別

平
均
給
料
月
額
の
状
況

⑹
職
員
の
初
任
給
の
状
況

⑺
職
員
手
当
の
状
況

⑻
一
般
行
政
職
の
級
別
職
員
数
の

状
況

⑼
特
別
職
の
報
酬
等
の
状
況

⑴
職
員
の
採
用
の
状
況
（
平
成
27

年
度
）

　

一
般
事
務
33
人（
10
人
）、建
築

技
師
４
人（
１
人
）、土
木
技
師
１
人

（
０
人
）、保
育
士
３
人（
３
人
）、保

健
師
１
人（
１
人
）、消
防
士
11
人

（
０
人
）

⑵
再
任
用
の
状
況（
平
成
27
年
度
）

　

37
人（
10
人
）

⑶
職
位
別
任
用
状
況

　

平
成
28
年
３
月
末
現
在
、副
課

長
級
以
上
の
職
の
総
数
は
136
人
。

　

平
成
27
年
度
中
の
昇
任
者
数
は
、

部
長
級
７
人（
１
人
）、副
部
長
級

11
人（
１
人
）、課
長
級
13
人（
１

人
）、副
課
長
級
12
人（
３
人
）、計

43
人（
６
人
）。

※

（　

）
内
は
女
性
職
員
数

⑷
職
員
の
退
職
の
状
況
（
平
成
27

年
度
）

　

定
年
退
職
32
人
、
勧
奨
退
職
５

人
、
自
己
都
合
退
職
４
人
、
計
41
人

⑸
部
門
別
職
員
数
の
状
況
と
主
な

増
減
理
由

　

別
表
の
と
お
り

⑴
勤
務
時
間
の
概
要

　

１
週
間
当
た
り
38
時
間
45
分
。

原
則
、
毎
週
月
〜
金
曜
日
、
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
。

⑵
休
暇
制
度
の
種
類

　

年
次
有
給
休
暇
、
病
気
休
暇
な

ど⑶
各
休
暇
の
取
得
状
況
（
平
成
27

年
度
）

　

年
次
有
給
休
暇
の
平
均
取
得
日

数
は
8.7
日
。
育
児
休
業
は
８
人
、

部
分
休
業
は
３
人
が
取
得
し
、
い

ず
れ
も
女
性
職
員
。

⑷
時
間
外
勤
務
の
状
況
（
平
成
27

年
度
）

　

一
般
職
員
の
１
月
当
た
り
平
均

時
間
外
勤
務
時
間
は
、
約
17.8
時
間

（
休
日
勤
務
を
含
む
）
。

　

平
成
27
年
度
の
分
限
処
分
を
受

け
た
職
員
、
10
人
。
懲
戒
処
分
を

受
け
た
職
員
は
１
人
。

⑴
職
務
専
念
義
務
免
除
の
承
認
件

数
（
平
成
27
年
度
）

　

研
修
915
件
、
厚
生
事
業
688
件
、

そ
の
他
市
長
が
定
め
る
場
合
13
件

⑵
営
利
企
業
の
従
事
の
許
可

　

71
件

⑴
研
修
の
概
要
（
平
成
27
年
度
）

　

職
場
外
研
修
と
し
て
、
基
本
研

修
５
コ
ー
ス
、
管
理
・
監
督
者
研

修
１
コ
ー
ス
、
専
門
研
修
10
コ
ー

ス
、
派
遣
研
修
38
コ
ー
ス
に
参
加

し
、
延
べ
915
人
が
修
了
。

⑵
職
員
の
勤
務
成
績
の
評
定
方
法

　

公
務
能
率
の
増
進
を
図
る
た
め

実
施
。
毎
年
５
月
１
日
〜
10
月
31

日
を
評
定
期
間
と
し
、
11
月
１
日

が
評
定
日
。
所
属
長
が
評
定
。

⑴
福
利
厚
生
制
度

　

共
済
制
度
は
、
埼
玉
県
市
町
村

職
員
共
済
組
合
で
実
施
。
福
利
厚

生
事
業
は
外
部
委
託
。
そ
の
他
、

互
助
組
織
と
し
て
「
職
員
互
助

会
」
を
組
織
。

⑵
公
務
災
害
な
ど（
平
成
27
年
度
）

　

平
成
27
年
度
は
な
い
。

　

平
成
27
年
度
の
「
勤
務
条
件
に

関
す
る
措
置
要
求
」
お
よ
び
「
不

利
益
処
分
に
関
す
る
不
服
申
立

て
」
は
な
い
。

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

歳出額
（A）

人件費
（B）

人件費率
（B）／（A）

30,063,778千円

5,134,219千円

17.0％

※職員数は、平成28年3月31日現在の人数
※職員手当には、退職手当を含まない

※「-」は、該当者なし

567人

期末勤勉
手当

職員
手当給　　料

2,080,697
千円

504,083
千円

803,615
千円

3,388,395
千円

5,976
千円

給　　与　　費

計（Ｂ）

1人当たり
給与費

（Ｂ）／（Ａ）
職員数
（A）

一般行政職

平均年齢平均給料月額

307,580円

 329,342円

331,816円

39.9歳

43.0歳

43.6歳

八潮市

区分

埼玉県

国

区　　分 区　分

一　般
行政職

大
学
卒
高
校
卒

技能労務職

（平成28年４月１日現在）

経験年数
15～19年

313,900円

─

338,820円

経験年数
10～14年

─

─

256,680円

経験年数
7～9年 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

ラスパイレス
指数（※1） 101.6 102.3 101.3111.5（※2）

（103.0）
110.5（※2）
（102.0）

─

─

237,825円

（平成28年4月1日現在）

184,800円

155,800円

178,200円

146,100円

区　　分

大 学 卒

高 校 卒

八潮市 国

一般行政職

（平成28年４月１日現在）

主事
技師

標準的な
職務内容

区　分

職員数（人）

構成比（％）

47

13.2

主事
技師

96

26.9

主任

61

17.1

係長

68

19.0

副課長

23

6.4

課長

35

9.8

副部長

14

3.9

部長

13

3.6

13.3 22.3 18.1 22.3 7.9 9.0 3.7 3.4

─

357

100

１年前

５年前

（参考）
構成比
（％） 6.3 9.9 31.1 28.7 8.3 8.8 3.9 3.0

100

100

計8級7級6級5級4級3級2級1級
（平成28年４月１日現在）

区　分

市　長

副市長

区　分

議　長

議　員

副議長

給料月額 報酬月額 期末手当

724,000円 455,000円

697,500円

教育長 688,750円

415,000円

395,000円

平成27年度
支給割合

6月期 1.975月分
12月期 2.225月分
計 4.200月分

6

122

44

128

36

6

5

6

72

425（23）

47

96

143（5）

23

13

36

72（5）

640（33）

6

127

43

130

36

5

5

8

74

434（27）

49

0

49（2）

23

14

38

75（5）

558（34）

0

5

△1

2

0

△1

0

2

2

9

2

△96

△94

0

1

2

3

△82

業務増による増員

業務の統廃合縮小

業務増による増員

業務の統廃合縮小

業務増による増員

業務増による増員

業務増による増員

※

業務増による増員

業務増による増員

合　　計

職員数（人）
平成27年 平成28年

対前年
増減数 主な増減理由

議　会

総　務

税　務

民　生

衛　生

労　働

農林水産

商　工

土　木

小　計

水　道

下水道

その他

小　計

教　育

消　防

小　計

別表　部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年４月１日現在）

一
般
行
政
部
門

特
別
行
政
部
門

公
営
企
業
等
会
計
部
門

自己都合 勧奨・定年

退職手当（平成27年度支給割合）期末手当・勤勉手当（平成27年度支給割合）

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（2～30%加算）

職制上の段階、職務の
級等による加算措置 あり

6月期

12月期

計

20.44500月分
29.14500月分
41.32500月分
49.59000月分

25.55625月分
34.58250月分
49.59000月分
49.59000月分

期末手当

1.225月分

1.375月分

2.600月分

勤勉手当

0.750月分

0.850月分

1.600月分

※市長、副市長、教育長の給料月額は特例条例によりそれぞれ20パーセント、10パーセント、5パ
ーセントの減額をしており、減額後の金額

※消防は、平成28年４月1日の草加八潮消防局の発足に伴い、皆減
◎職員数は、休職者・派遣職員などを含み、特別職・臨時および非常勤職
員を除く
◎（　）内は、再任用短時間勤務職員で、それぞれの計に含まない

平成27年度普通会計平成27年度普通会計

※1　国家公務員の給料を100とした場合、八潮市の給料水準がどのくらいかを示す指数
※2　東日本大震災の復興財源を捻出するため、国家公務員の給料は平成24年度から2
　年間、平均7.8パーセント減額する特例措置を実施している。減額を実施した後の低い額
　と比較をした結果の数値のため、大幅に上昇した数値となっている
　（　）は、上記の特例措置がなかった場合の額と比較した数値

勤続 20年
勤続 25年
勤続 35年
最高限度額

（平成28年4月1日現在）

（各年度とも４月１日現在）（平成28年４月１日現在）

□問
総
務
人
事
課
☎
○内
2
5
3

市
の
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

2
職
員
の
任
免
お
よ
び

職
員
数
に
関
す
る
状
況

4
分
限
お
よ
び
懲
戒
処
分
の

状
況

6
職
員
の
研
修
お
よ
び

勤
務
成
績
の
評
定
の
状
況

7
職
員
の
福
祉
お
よ
び

利
益
の
保
護
の
状
況

5
職
員
の
服
務
の
状
況

1
職
員
の
給
与
の
状
況

8
そ
の
他

3
職
員
の
勤
務
時
間
そ
の
他
の

勤
務
条
件
の
状
況

※人件費には、特別職に支給され
る給料、報酬などを含む
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町
会
・
自
治
会
の
主
な
活
動
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＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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＊
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＊
＊
＊
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＊
＊
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＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊＊＊＊

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
大
切
　

＊＊＊＊＊＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊＊＊＊

八
潮
市
犯
罪
情
報
の
住
民
提
供
に

関
す
る
協
定

＊＊＊＊＊＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊＊＊＊

八
潮
市
に
お
け
る
町
会
・
自
治
会

へ
の
加
入
促
進
に
関
す
る
協
定
　 

＊＊＊＊＊＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊＊＊＊

八
潮
市
町
会
自
治
会
へ
の
加
入

及
び
参
加
を
進
め
る
た
め
の
条
例

＊＊＊＊＊＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊＊＊＊

防災訓練の様子

町
会
・
自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、
毎
年
３
月
か
ら
４
月
ま
で
、
町
会
・
自
治
会
加
入
促
進
月
間
を
設
け
、
町
会
・
自
治
会
活
動
の
展
示
や

未
加
入
者
へ
の
参
加
・
加
入
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
会
・
自
治
会
な
ど
の
組
織
は
、
大
規
模
災
害
時
に
最

も
頼
り
に
な
る
も
の
で
す
。

　

町
会
・
自
治
会
に
加
入
し
、
日
頃
か
ら
近
所
の
方
と
交
流
を
す
る
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
地
域
で
助
け
合
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
市
民
協
働
推
進
課
☎
○内
３
２
８

①
大
規
模
な
災
害
に
よ
る
被
害
の

防
止
や
軽
減
を
図
る
た
め
の
自
主

防
災
組
織

▼
防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発

▼
防
災
訓
練
（
初
期
消
火
・
炊
き

出
し
な
ど
）

▼
災
害
時
に
手
助
け
が
必
要
な
方

（
要
配
慮
者
）
の
把
握
や
避
難
の

協
力

▼
避
難
所
の
開
設
・
運
営

▼
災
害
時
の
食
料
や
資
機
材
の
保

管
・
管
理
な
ど

②
空
き
巣
や
路
上
で
の
犯
罪
な
ど

を
防
ぐ
た
め
の
活
動

▼
防
犯
灯
の
設
置
や
管
理

▼
防
犯
講
座
の
開
催

▼
夜
間
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

▼
交
番
情
報
の
お
知
ら
せ
な
ど

③
ご
近
所
同
士
が
、
普
段
か
ら
ふ

れ
あ
い
（
交
流
）
を
も
て
る
事
業

の
実
施

▼
夏
ま
つ
り　

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▼
親
睦
旅
行
（
日
帰
り
旅
行
）
な

ど

④
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
を
美
し

く
保
ち
、
住
み
や
す
く
快
適
な
環

境
を
つ
く
る
活
動

▼
道
路
・
水
路
・
公
園
な
ど
の
清

掃
活
動

▼
地
域
の
花
植
え
活
動

▼
ゴ
ミ
集
積
所
の
管
理
な
ど

⑤
誰
も
が
地
域
で
い
き
い
き
と
す

こ
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
な
活
動

▼
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
の
パ

ト
ロ
ー
ル

▼
障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
の
方

の
見
守
り
活
動
な
ど

⑥
地
域
に
密
着
し
た
情
報
の
発
信

▼
市
か
ら
の
情
報
の
回
覧
や
掲
示

▼
地
域
情
報
の
回
覧
や
掲
示
な
ど

■
災
害
の
規
模
が
大
き
い
と
き
ほ

ど
、地
域
の
力
が
頼
り
に
な
る

　

災
害
時
は
、
市
や
消
防
、
警
察

な
ど
が
全
力
で
災
害
対
応
を
行
い

ま
す
が
、
災
害
の
規
模
が
大
き
い

場
合
、
す
べ
て
の
方
を
迅
速
に
救

助
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
家

屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
助
け
出
さ

れ
た
方
の
約
８
割
が
近
隣
住
民
に

よ
っ
て
救
助
さ
れ
、
生
存
率
も
高

か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
お
い

て
は
、
「
地
域
の
絆
」
に
よ
り
避

難
所
運
営
や
地
域
で
の
助
け
合

い
、
災
害
後
の
復
興
な
ど
が
ス
ム

ー
ズ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
地
域
の
目
が
、
防
犯
や
子
ど
も

・
高
齢
の
方
の
見
守
り
に
つ
な
が

る
　

日
常
生
活
で
は
、
子
ど
も
た
ち

を
見
守
る
地
域
の
目
が
増
え
る
こ

と
で
、
安
心
し
て
子
育
て
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　
　
　

　

ま
た
、
高
齢
の
方
の
見
守
り
や

声
か
け
、
防
犯
な
ど
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、
お

住
ま
い
の
地
域
の
お
ま
つ
り
や
防

災
訓
練
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し

て
、地
域
と
の
つ
な
が
り
を
も
ち
ま

し
ょ
う
。

　

平
成
25
年
４
月
に
条
例
を
施
行

し
、
加
入
や
参
加
を
勧
め
て
い
ま

す
。

　

（
公
社
）
埼
玉
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
埼
玉
東
支
部
と
八
潮

市
、
八
潮
市
町
会
自
治
会
連
合
会

の
三
者
で
協
定
を
結
び
、
転
入
時

の
町
会
加
入
の
案
内
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

草
加
警
察
署
と
八
潮
市
、
八
潮

市
町
会
自
治
会
連
合
会
の
三
者
で

協
定
を
結
び
、
犯
罪
な
ど
の
情
報

提
供
や
、
重
篤
犯
罪
の
注
意
喚
起

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
な
ど
の
情
報
は
、
草
加
警

察
署
か
ら
町
会
・
自
治
会
長
を
通

じ
て
加
入
者
に
提
供
さ
れ
ま
す
。

　次のとおり「狂犬病予防集合注射」を実施します（雨天決行）。
　また、集合注射に来られない方は、動物病院で必ず予防注射を受けさせてください。
代登録済みの犬…3,300円（注射料金2,750円、注射済票交付手数料550円）
　新規登録の犬…6,300円（登録料として上記料金に別途3,000円）
　※つり銭のないようにお願いします｡
　※登録している犬が死亡した場合は、環境リサイクル課へ届け出してください。

【狂犬病ってどんな病気？】　人を含めたほ乳類に感染し発症したら治療法はありません。
死亡率は、ほぼ100パーセントという恐ろしい病気です。
【狂犬病ってまだあるの？】　日本では馴染みのない病気ですが、世界のあらゆる地域で
発生し、毎年約5万人が亡くなっています。
【室内犬も受けなくちゃいけないの？】　室内犬も対象です。日本では、すべての犬が年
1回「狂犬病予防注射」を受けることが義務づけられています。
【どこで注射は受けられるの？】　狂犬病予防集合注射の会場または
動物病院で受けることができます。
【犬の登録はどこでできるの？】　狂犬病予防集合注射の会場または
環境リサイクル課で登録できます。
問環境リサイクル課☎○内２３５

狂犬病予防集合注射のお知らせ
飼い主は年１回『狂犬病予防注射』を受けさせましょう

文化スポーツセンター駐車場
中馬場公民館◎
浮塚　氷川神社◎
松之木公民館◎
上大瀬公民館◎
老人福祉センター　寿楽荘駐車場　

ゆまにて（勤労青少年ホーム）駐車場　
資料館駐車場
大曽根中公民館◎
木曽根  氷川神社　（上木曽根会館）◎　
下大瀬公民館◎
垳　常然寺◎

〜
つ
な
が
り
育
て
る
地
域
の
力
〜

　近年、防災意識はますます高まり、地域でもさまざ
まな取り組みがなされています。災害といっても、地
震や台風などさまざまですが、こうした災害時には、
地域の人たちとの助け合いや、お互いへの思いやりが
重要となります。
　災害時の支援活動で最も優先されることは、命を守
るための救助や応急手当をすることであり、同時に食
料、健康、衛生、避難場所の確保や精神的なケアが必
要となります。
　しかし、災害発生時にはその緊急性から、社会的に
弱い立場に置かれた人への支援が遅れることがありま
す。災害に見舞われた人たちは「被災者」とひとくく
りにされがちですが、その中には女性、子ども、高齢
者、障がい者、外国人、けがや病気の人など、さまざ
まな人たちが含まれます。
　そのため、災害時には社会的に弱い立場の人たちの
人権を守るための配慮も必要です。例えば、避難所で
は着替えや授乳のための女性専用の場所や子どもの居
場所の確保、施設の表示を分かりやすい言葉や絵で表
すことなどが挙げられます。
　災害の状況によって必要とされる支援は異なりま
す。日頃からどのような配慮が必要となるのかを考え
るとともに、その生活に心を寄せ続けるなど人権意識
を高めることも「災害への備え」といえるのではない
でしょうか。

災害時にも人権の視点を
□問人権・男女共同参画課☎○内８１１、社会教育課☎○内３６５

◎の注射会場には十分な駐車スペースがありません。車での来場はご遠慮ください。

時間
実施日

午前9時30分～11時30分 午後1時～3時

4月18日（火）
4月19日（水）
4月20日（木）
4月21日（金）
4月24日（月）
4月25日（火）
4月26日（水）
4月27日（木）

人 権 そ れ は 愛

市役所庁舎西側駐車場

リサイクルプラザ南側駐車場
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平
成
29
年
第
１
回
八
潮
市
議
会
定
例
会

を
２
月
27
日
㈪
か
ら
３
月
17
日
㈮
ま
で
開

会
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
日　

３
月
13
日
㈪
・
14
日
㈫
・

16
日
㈭

※

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
仕
事
全

般
に
つ
い
て
、
執
行
機
関
か
ら
現
在
の
状

況
や
こ
れ
か
ら
の
考
え
を
聞
く
こ
と

定
各
日
42
人
（
当
日
先
着
順
）

問
議
事
調
査
課
☎
○内
２
７
７

●
第
３
回
八
潮
市
社
会
教
育
審
議
会
の
傍

聴日
３
月
22
日
㈬　

午
後
２
時
〜
４
時
（
受

付
＝
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
）

場
教
育
委
員
会
会
議
室
（
市
役
所
別
館
）

内
平
成
29
年
度
社
会
教
育
事
業
計
画
案
に

つ
い
て
な
ど

定
10
人
（
当
日
先
着
順
）

問
社
会
教
育
課
☎
○内
３
６
５

対
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
▼
市
内
に

居
住
す
る
方
の
子
ど
も
で
両
親
ま
た
は
父

母
の
一
方
が
交
通
事
故
を
起
因
と
し
て
死

亡
し
、
残
さ
れ
た
遺
児
▼
学
校
（
幼
稚
園

を
除
く
）
ま
た
は
専
修
学
校
の
高
等
課

程
、
も
し
く
は
専
門
課
程
に
在
学
す
る
方

奨
学
金　

月
額
７
０
０
０
円
〜
３
万
円※

返
還
義
務
な
し

入
三
井
住
友
信
託
銀
行
リ
テ
ー
ル
受
託
業

務
部
公
益
信
託
グ
ル
ー
プ
（
公
益
信
託
高

橋
保
蔵
八
潮
市
交
通
遺
児
奨
学
基
金
受
託

者
☎
03
・
５
２
３
２
・
８
９
１
０
）
へ

問
教
育
総
務
課
☎
○内
３
６
１

　

お
お
ぜ
学
童
保
育
所
で
は
、
長
時
間
保

育
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
な
ど
に
対
応
し
、
民

間
事
業
者
の
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
や
柔
軟
な
発

想
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
学
童
保
育
所
運

営
を
行
う
た
め
に
、
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
ま
す
。

指
定
管
理
者　

（
社
福
）
す
こ
や
か
福
祉

会指
定
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
34
年
３
月

31
日

問
保
育
課
☎
○内
３
１
４

　

４
月
か
ら
、
「
駅
前
保
育
所
」
の
名
称

が
「
コ
ビ
ー
プ
リ
ス
ク
ー
ル
や
し
お
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
」
に
変
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
運
営
法
人
が
「
㈱
コ
ビ
ー
ア
ン

ド
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
」
か
ら
、
「
（
社
福
）

コ
ビ
ー
ソ
シ
オ
」
へ
変
更
と
な
り
ま
す
。

問
保
育
課
☎
○内
３
１
４

日
４
月
３
日
㈪
〜
28
日
㈮

※

追
加
指
定
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
公
園
み
ど
り
課
☎
○内
３
２
１

　

地
域
に
根
ざ
し
た
八
潮
ら
し
い
街
並
み

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
「
や
し
お
家

づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
マ
ナ
ー
ブ
ッ
ク
」
に
基

づ
く
住
宅
の
新
築
工
事
を
行
う
方
を
対
象

に
、
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
補
助
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
制
度
を
活
用
し
た
住
宅
の
一
般
公
開

（
建
物
外
観
お
よ
び
敷
地
外
構
）
を
し
ま

す
。
な
お
、
公
開
す
る
住
宅
は
２
棟
（
大

瀬
・
大
曽
根
）
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
日
程

お
よ
び
場
所
が
違
い
ま
す
の
で
、
都
市
計

画
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
３
月
18
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

場
資
料
館

対
小
学
生
以
上

内
お
手
玉
、
あ
や
と
り
、
ベ
ー
ゴ
マ
な
ど

定
80
人
（
当
日
先
着
順
）

問
資
料
館
☎
997
・
６
６
６
６

日
３
月
18
日
㈯ 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

対
小
学
生

内
紙
芝
居
の
体
験
、
本
の
読
み
聞
か
せ

定
20
人
（
当
日
先
着
順
）

代
無
料

問
や
し
お
生
涯
楽
習
館
☎
994
・
１
０
０
０

　

地
域
の
方
と
一
緒
に
勉
強
を
し
ま
す
。

日
４
月
１
日
・
15
日
、
５
月
６
日
・
20

日
▼
大
瀬
＝
３
月
25
日
㈯
〜
27
日
㈪
▼
大

曽
根
＝
４
月
下
旬
予
定

問
都
市
計
画
課
☎
○内
３
４
６

　　

平
成
29
年
度
固
定
資
産
税
（
土
地
・
家

屋
）
の
納
税
者
は
、
本
人
の
土
地
や
家
屋

の
価
格
と
市
内
の
他
の
土
地
や
家
屋
の
価

格
と
の
比
較
が
で
き
る
よ
う
、
次
の
帳
簿

を
縦
覧
で
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
税
額
を

確
認
し
た
い
方
は
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

日
４
月
３
日
㈪
〜
５
月
31
日
㈬
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）　

①
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
②
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
７
時

場
①
資
産
税
課
（
縦
覧
・
閲
覧
）
②
駅
前

出
張
所
（
閲
覧
の
み
）

内
▼
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
・
地

番
・
地
目
・
地
積
・
価
格
）
▼
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
・
家
屋
番
号
・
種

類
・
構
造
・
床
面
積
・
価
格
）

※

縦
覧
・
閲
覧
に
は
、
運
転
免
許
証
、
健

康
保
険
証
な
ど
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
が
必
要
で
す
。

※

市
内
に
固
定
資
産
を
お
持
ち
の
方
で
、

こ
の
期
間
に
本
人
の
課
税
台
帳
を
閲
覧
す

る
方
に
は
、
課
税
台
帳
の
写
し
を
無
料
で

お
渡
し
し
ま
す
（
こ
の
期
間
以
降
は
有

料
）
。

問
資
産
税
課
☎
○内
３
２
９

　　

働
く
意
思
が
あ
り
な
が
ら
「
内
定
が
も

ら
え
な
い
」
「
退
職
後
ブ
ラ
ン
ク
が
で
き

て
し
ま
っ
た
」
な
ど
、
働
く
こ
と
に
関
し

て
悩
み
を
抱
え
て
い
る
若
者
や
、
そ
の
家

族
の
相
談
を
専
門
の
相
談
員
が
伺
い
ま

す
。

日
毎
月
第
３
日
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後

４
時

場
ゆ
ま
に
て

対
15
〜
39
歳
の
本
人
と
そ
の
家
族

代
無
料

入
か
す
か
べ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
☎
048
・
878
・
９
３
３
１
）
へ

問
商
工
観
光
課
☎
○内
２
７
４

　

埼
玉
県
最
低
賃
金
が
平
成
28
年
10
月
１

日
か
ら
845
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ
て
の

労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま

す
。

※

産
業
に
よ
っ
て
、
特
定
（
産
業
別
）
最

低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

問
埼
玉
労
働
局
賃
金
室
☎
048
・
600
・
６
２

０
５

　

４
月
１
日
か
ら
、
草
加
八
潮
消
防
局
予

防
課
は
八
潮
消
防
署
庁
舎
内
へ
移
転
し
ま

す
。

移
転
先　

八
潮
消
防
署
（
鶴
ケ
曽
根
１
１

８
５
）

主
な
事
務　

▼
消
防
用
設
備
設
置
な
ど
に

関
す
る
こ
と
▼
危
険
物
貯
蔵
取
扱
い
の
許

認
可
に
関
す
る
こ
と
▼
危
険
物
施
設
に
関

す
る
こ
と
▼
防
火
管
理
な
ど
に
関
す
る
こ

と
▼
り
災
証
明
に
関
す
る
こ
と
▼
防
火
広

報
に
関
す
る
こ
と

問
草
加
八
潮
消
防
局
予
防
課
☎
924
・
２
１

１
３
（
３
月
31
日
ま
で
）
、
☎
996
・
０
６

６
０
（
４
月
１
日
か
ら
）

　

結
核
は
、
過
去
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
か
つ
て
国
内
で
長
く
死
因
の
第
１
位

を
占
め
て
お
り
、
現
在
で
も
、
１
日
に
50

人
の
新
し
い
患
者
が
発
生
し
、
５
人
が
命

を
落
と
し
て
い
る
重
大
な
感
染
症
で
す
。

　

結
核
の
初
期
症
状
は
、
風
邪
と
よ
く
似

て
い
ま
す
。
「  

せ
き咳
が
２
週
間
以
上
続
く
」

「  

た
ん痰
が
出
る
」
「
体
が
だ
る
い
」
「
急
に

体
重
が
減
る
」
と
い
う
症
状
が
あ
れ
ば
、

早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
早
期
発
見
は

本
人
の
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
だ
け
で
は
な

く
、
大
切
な
家
族
や
職
場
な
ど
へ
の
感
染

の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
も
重
要
で
す
。
ま

た
、
普
段
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、

適
度
な
運
動
、
十
分
な
睡
眠
、
タ
バ
コ
は

吸
わ
な
い
な
ど
を
心
が
け
、
予
防
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
995
・
３
３
８
１

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
４
月
か
ら
６
月

ま
で
「
新
社
会
人
応
援
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
県
内
の
献
血

ル
ー
ム
ま
た
は
献
血
バ
ス
で
献
血
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
新
社
会
人
に
は
、
記
念
品

を
差
し
上
げ
ま
す
。

問
県
薬
務
課
☎
048
・
830
・
３
６
３
５

　

八
潮
市
の
地
元
弁
護
士
会
に
よ
る
無
料

法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
４
月
13
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

場
八
潮
メ
セ
ナ
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
多
目
的
ホ

ー
ル
Ｃ

内
離
婚
、
遺
言
相
談
、
借
金
、
交
通
事

故
、
損
害
賠
償
な
ど
の
法
律
上
の
諸
問
題

に
つ
い
て
の
相
談
会

相
談
員　

埼
玉
弁
護
士
会
越
谷
支
部
の
弁

護
士

代
無
料

※

事
前
申
込
不
要

※

相
談
希
望
者
が
多
数
の
場
合
に
は
、
整

理
券
を
配
布
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
秘
書
広
報
課
☎
○内
３
７
３

八潮市表彰規則に基づく表彰
　１月27日、八潮メセナで「八潮市表彰規則に基づく
表彰」の式典が行われ、市の発展に貢献された方々が
表彰されました（敬称略・順不同）。

※この他、5人が受賞されました（本人の希望により氏
名は掲載しません）。
問総務人事課☎○内２３１

市医

八潮市立休日診療所運営委員会委員
公平委員会委員
環境衛生委員会委員
八潮市開発事業紛争調整委員会委員
大瀬古新田土地区画整理審議会委員
大瀬古新田土地区画整理評価員
図書館資料管理専門員
公民館分館長
市税等徴収補助員

消防団員

元消防団員

民生委員・児童委員

元民生委員・児童委員

桂公平、清澤仁
真田毅、市川喜之
土屋史郎
秋山和子
成田道雄
柴野和善
遠江義勝
吉野禎一
田中あけみ
榎本毅、昼間竹雄
髙橋克成
中村由希夫、小野沢隆
山田和俊
島根茂久、鈴木勝裕
渡辺健男、五十嵐昌子
木村芳子、大出節子
渋谷冨美子、大久保誠
金杉光子、浦山智子
小倉奈保江、中嶋義一
島田明、豊田早苗

職　　名氏　　名
かつら  こう   へい

さな     だ    たけし

きよ    さわ  ひとし

いち    かわ   のぶ   ゆき

つち     や      し      ろう

あき　 やま　かず　  こ

なり     た      みち    お

しば     の     かず    よし

と お  とうみ  よし   かつ

ひる     ま     たけ     お

お      の     ざわ  たかし

わた    なべ   たけ     お

かな   すぎ    みつ     こ うら   やま    とも     こ

なか   じま   よし    かず

しま     だ    あきら とよ     だ      さ      なえ

お     ぐら     な       お      え

き     むら    よし     こ おお    いで    せつ    こ

しぶ     や      ふ       み      こ おお     く      ぼ    まこと

い  が  ら  し       まさ     こ

やま     だ     かず   とし

しま     ね     しげ   ひさ すず     き     かつ    ひろ

たか    はし   かつ    しげ

なか    むら     ゆ      き       お

よし     の     てい    いち

た     なか

えの   もと   たけし

八
潮
市
議
会
定
例
会
の
傍
聴

駅
前
保
育
所
の
名
称
変
更

生
産
緑
地
地
区
追
加
指
定
受
付

埼
玉
県
最
低
賃
金

固
定
資
産
の
価
格
等
の
縦
覧
・

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

草
加
八
潮
消
防
局
の
受
付

窓
口
の
一
部
移
転

毎
年
３
月
24
日
は
「
世
界

結
核
デ
ー
」
で
す

新
社
会
人
応
援
献
血
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

地
元
弁
護
士
会
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
会

か
す
か
べ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
就
労
出
張
相
談
会

公
益
信
託
高
橋
保
蔵
八
潮

市
交
通
遺
児
奨
学
基
金

お
お
ぜ
学
童
保
育
所
の
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入

八
潮
ら
し
い
街
並
み
景
観

形
成
支
援
補
助
制
度
を
活

用
し
た
住
宅
の
一
般
公
開

防災行政無線
テレホンサービス

0120-840-225

996-2111
995-7367

防災行政無線で放送した
内容が聞き取れなかった
場合、再度聞き直せます
（定時放送を除く）。通話
料は無料です。

市役所の電話

FAX

内
案

会
議
の
開
催
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